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令和元年７月１６日

子ども・子育て会議資料

中野区子ども・子育て支援事業計画の平成３０年度事業実績について

１ 目標ごとの評価

主な個別目標の達成状況と評価の概要は次のとおり。

なお、成果指標１４項目のうち、前年度と比較して向上した指標は７項目であった。

（１） 目標Ⅰ すこやかに育つ子どもたち

＜主な成果指標の達成状況＞

○３か月健康診査での産後うつアンケートにおけるハイリスク者の割合

８.０% 前年比０.４ポイント増

○３歳児健康診査における「う歯」(むし歯)罹患率

９.１%、前年度比２.１ポイント減

○生活習慣病予防健康診査（中学校１年生）における要指導生徒の割合

１９.８%、前年度比３.９ポイント減

○１年間に新たに発生する虐待の件数 ５３件、前年度比３１件の減

○発達に支援を必要とする児童が、適切な相談・支援が受けられたと考える保護者

の割合 ８３.３％、前年度比より１０.９ポイント増

○発達の心配があっても、安心して保育園や教育施設などに子どもを通わせて

いる保護者の割合 ８７.８％、前年度比３.７ポイント減

＜評価＞

３か月健康診査での産後うつアンケートにおけるハイリスク者の割合は０.４ポ

イントの増となった。妊娠期の面接における、産後も含めたサービス案内や支援プ

ランの作成、産後ケア事業の実施等、引き続き保護者への継続的な支援を行う必要

がある。

生活習慣病予防健康診査における要指導生徒の割合は昨年度から３.９ポイント

の減となった。保健指導や体力向上といった取組について保護者の協力も得ながら

進めている。

1年間に新たに発生する虐待件数は、前年度より３１件の減であった。

関係機関との連携強化や専門員の巡回支援により、地域全体の対応力強化を進め

た結果、要保護児童の早期発見、早期対応により虐待の未然防止が図られている。

発達に支援を必要とする児童が、適切に相談・支援を受けられたと考える保護者

の割合は、年々増加傾向にあり、すこやか福祉センター等との関係機関の連携によ

り児童への支援が適切に行えている。
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(２) 目標Ⅱ 充実した教育や支援に支えられる子育て家庭

＜主な成果指標の達成状況＞

○保育サービスの内容に満足している保護者の割合

９２.４％ 前年度比０.７ポイント減

○必要な時に子どもを預けることができた保護者の割合

６８.２％ 前年度比３.２ポイント減

＜評価＞

保育サービスの内容に満足している保護者の割合は、前年度よりも０.７ポイン

ト減少しているが９２.４%と一定程度の満足度を得ることができている。就学前教

育や日々の運営指導の充実、研修の受講促進などによる保育の質の向上に努め、引

き続き、一人一人に応じたよりきめ細かな支援を行っていく。

必要な時に子どもを預けることができた保護者の割合は、昨年度より３.２ポイ

ント減少している。一時保育、ショートステイ、トワイライトステイなど一時的に

子どもを預かる事業の需要数に対して、定員数は確保できていることから、利用の

しやすさを含め、保護者の多様なニーズに適したサービス提供の方法について改善

が求められている。

（３）目標Ⅲ 地域に育まれ豊かに育つ子どもたち

＜主な成果指標の達成状況＞

○地域子育て支援拠点事業の利用により地域とのつながりができたと考える乳幼児

保護者の割合 ８２.４% 前年度比７.３ポイント増

○携帯電話などの使い方のルールを家庭で決めている児童・生徒の割合

小学生７３％、前年度比２ポイント増

中学生６５％、前年度比２ポイント減

＜評価＞

地域とのつながりができたと考える乳幼児保護者の割合は、７.３ポイント増の

８２.４%であった。子育てひろば事業や地域での取組みをさらに進め、保護者が地

域とのつながりを感じ、孤立感や不安感のない子育てができるよう、今後、さらに

内容の充実を図っていく。

家庭での携帯電話などの使用ルールについては、小学生は２ポイントの増、中学

校では２ポイントの減となった。「SNS 学校ルール」の策定とその周知を図るととも

に、保護者にも「SNS 家庭ルール」づくりの協力を依頼するなど、保護者や関係機

関との協力により、引き続き情報モラル教育を推進していく。



3

（４）幼児期の学校教育・保育の需要見込みと確保方策

＜実績＞

①幼児期の学校教育…認定こども園、幼稚園 ※１号認定（満３歳以上）

○１号認定は、確保方策３,７９７人に対し、既存の幼稚園、認定こども園におい

て、３,７９７人の定員を確保し、需要実績３,０７３人に対応できている。

②保育…認定こども園、保育園、地域型保育事業、認可外保育施設

○２号認定（満３歳以上）

確保方策３,２２１人に対し、３,１４４人の定員を確保し、需要実績２,９６７人

に対応できている。

○３号認定（０～２歳）

０歳児は確保方策７９７人に対し、７６２人の定員を確保し、需要実績６５２

人に対応できている。

１・２歳児は確保方策２,５６０人に対し、２,５０６人の定員を確保し、需要

実績２,４６１人に対応できている。

＜評価＞

保育ニーズについては、潜在的なニーズも踏まえ需要見込みを算出しており、定員

が需要を上回る状況となっている。一方で、保育施設の入所待機となっているお子さ

んもおり、保育定員を確保する地域等、保護者の需要を分析・把握したうえで新規保

育施設の誘致を進めていく必要がある。

（５）地域子ども・子育て支援事業の需要見込みと確保方策

＜実績＞

①利用者支援事業、地域子育て支援拠点事業

利用者支援事業については昨年度に引き続き５か所で実施している。

地域子育て支援拠点事業については、計画数が延２５４,８２６人に対し利用実

績は延べ２０６,４８８人、昨年度の利用実績よりも２６,１６１人下回っている。

②妊婦健康診査、乳児家庭全戸訪問事業

妊婦健康診査の計画数３,５６３人、延４９,８８２回に対し実績は３,０３５人、

延３９,３７７回、全戸訪問事業では計画数２,６６８人に対し、実績２,３７７人

であった。

③幼稚園における一時預かり事業

需要見込み延１２２，１７８人に対し、利用実績は延９２，３４５人であり、需

要見込みを下回った。幼稚園型一時預かり事業を実施した区内の幼稚園は、３園で

あった。

④延長保育事業

計画数２，１６９人に対し、確保方策２，２９１人、利用実績は２，２５４人と
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いずれも、計画を上まわる結果であった。

⑤放課後児童健全育成事業（学童クラブ）

学童クラブは計画数１，９７６人に対し、２，０１４人を確保した。利用実績は

１，７６２人であった。

＜評価＞

地域子ども・子育て支援事業については、延長保育において確保・需要のいずれも、

計画を上まわる結果となったが、他の事業においては、需要に対応できている。

学童クラブについては、確保方策を上まわる需要については、キッズ・プラザ事業、

において、対応ができている。

２ 今後の予定

本日の、子ども・子育て会議での意見を反映・修正し、平成３０年度実績評価とし

て決定し、議会報告ののちＨＰで公開する。


